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ただいまワイエス展真っ最中の愛知県美術館ですが、展示室が美術館の全てではありません。バック

ヤードでも日夜、さまざまな活動が行われています。 

先日は、NPO 法人・文化財保存支援機構の装こう師(＊注１）の先生方をお招きして、木村定三コレク

ションの近現代日本画（明治・大正時代の掛け軸など）の調査が行われました。大和なでしこからは程

遠い私もちょっと見学！ 

例えば、かけ軸は箱から取り出して壁にかけるのですが、その過程には細やかな手順があります。軸

と箱の向きのそろえ方、圧力をあまり紙にかけない軸の持ち方、特殊な紐のかけ方、等々。全て、かけ

軸を最も安全かつ簡潔な手順で扱うために必要なのです。 

 

http://blog.aac.pref.aichi.jp/art/2009/01/000077.html
http://www-art.aac.pref.aichi.jp/exhibition/index.html
http://www-art.aac.pref.aichi.jp/collection/kimura/index.html
http://www-art.aac.pref.aichi.jp/collection/kimura/index.html


 一つ一つの所作振る舞いが何だかお茶席みたいだなーと思いきや、やっぱり掛け軸の扱いはお茶と同

じ起源をもっているそうです。どちらも、大切なものをできるだけ丁寧に扱う、という心に基づいてお

り、その作法の美しさをより洗練させたのがお茶と言えるかもしれません。 

↓きれいに巻いて紐をかけた掛け軸は、それだけで美しいですね！ 

 

 調査の終わりに、先生方から直接、掛け軸の扱い方を指導していただけました。先生方はすっすっと

自然な手つきなのですが、先生の前で緊張している私の場合「あれ、手が足りない…」「紐がびよーん

となっているんですが…」となります。。。 

長い時間を超えて受け継がれる作品にはきちんとした作法で接したいもの。そして、そうした作法は日々

の鍛錬があって初めて身につきます。時には先生方に基礎から教わり、自分の「手」を見つめなおすこ

とが学芸員として何より大事ですね。 

 

＊注１ 装こう師とは、掛け軸や屏風など日本の伝統的な形態のものを修理したり仕立てたりする技術

者の方です。今回いらした方は、いずれも日ごろは国宝などの修理をされている工房の皆さんばかりで

す！パパーン！！ 
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